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2021 年 3 月 22 日（月） 

または 3 月 23 日（火）    

於：賀川記念館および Zoom 開催 

 

 昨年は 3 月に新任研修が出来ず、11 月に実施しまし

た。実際に働き、他の職場の人と出会って話をするこ

とができ、とても充実した研修でした。今年は例年通

りの 1 泊研修とはいきませんでしたが、仲間と出会い

分かち合うことを経験してもらいたい、イエス団で働

くことについて考える機会となってほしいとの願いも

あり、3 月に 1 日と、仲間と再会し共に各施設での働

きを振り返り、それぞれの働きに活かすため、11 月に

1 日の 2 日間、会場とオンラインのハイブリットとい

う形で研修を行いました。 

 

【開会礼拝 イエスに倣って生きる】 

緊張した面持ちで始まった 3 月の研修。開会礼拝で

は愛隣デイサービスセンター・空の鳥幼児園施設長で

ある平田義理事から困っている人たちに寄り添い、そ

の苦しみを解放するために自分にできることを、今す

ることが大切であるというメッセージをいただきまし

た。大人も子どもも、障害がある人もない人も、すべ

ての人が活躍する社会をつくりだす、インクルーシブ

な社会の実現の為に平田理事の話の中でイメージでき

たのではないでしょうか。 

 

【仲間との出会い 私に気付く】 

 午後は自分の中の考えを、ワークシートを使って整

理し、これからそれぞれの場所で心新たに働こうとし

ている同じ気持ちの仲間と語らいの時をもちました。

自分の思いを聞いてもらう心地よさを感じたり、他の

人の考え方を聞いて新たな発見をすることなど、仲間

との出会いがより自分を深めることへとつながってい

るようでした。 

 

【イエス団で働くとは】 

 先輩職員からはオンラインでメッセージをもらいま

した。自分自身を大切にする事、まわりの人への思い

やりの心を気持ちを持ち続けたい、職場の人と協力し

てがんばっていきたいという思いや、先輩職員の話を

聞いて不安が取りのぞけたなどの感想が聞けました。 

 

【『これから』の私を描く】 

 1 日の話を思い出し、これからの働きについて『わ

たしのミッションステートメント』を作成、仲間の前

でその決意を発表しました。頑張っていこうという思

いがみなさんの表情に出ていたことが印象的でした。 

最後に黒田道郎理事長より愛についてのメッセージ

をいただき、周りの人に寄り添い過ごしていこうと改

めて感じました。 

 

報告：企画委員会 研修チーム 

神視保育園 園長 植月優子 
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2021 年 6 月 12 日（土） 

   Zoom 開催 

 

今回の研修は、各施設より 13 名の参加がありました。 

 

【目的】 1）今の自分を見つめ、これからの課題を探る 

2）現場での体験を出し合い、仲間と共有する 

3）「イエス団で働くこと」の意味を理解し、 

深める 

通常 2 日間の研修を 1 日で実施しました。 

 

【開会礼拝】 

奨励：甲子園二葉幼稚園 園長 田村三佳子さん 

 

【セッション 1】 仲間と出会う 

【セッション 2】 「これまで」の私と仕事 

【セッション 3】 「いま」の仕事の中のわたし 

【セッション 4】 「これから」のわたしと仕事 

【セッション 5】 私のミッションステートメント 2021 

 

 
 

いつもは現場から離れ、清々しい山の空気を身体いっ

ぱいに感じて、他施設の参加者との交流を交えながらの

研修。この研修はぜひとも対面研修を…と願っていたの

ですが、やはり状況は厳しくオンライン研修となりまし

た。ただ全くなくなる形ではなく研修を実施できたこと

はよかったと思います。研修は慣れないオンラインとい

うこともあり、初めは参加者の方も緊張気味でしたが、

時間が進むにつれ、緊張もほぐれて笑顔もみられるよう

になりました。グループに分かれての話でも、一人ひと

りの顔をみて話すことができ、参加者の皆さんの前向き

な思いがひしひしと感じられ、とても良い学びの時間に

なったと思います。1 月のフォローアップでは皆さんと

直接お会いし、お話しできることを楽しみにしています。 

 

報告：企画委員会 研修担当チーム 

聖浄保育園 園長 峰浩美 

 

 

 

 

 

 

2021 年 7 月 2 日（金） 

Zoom 開催 

 

 毎年 7 月に開催している全体主任会ですが、2020 年度

は新型コロナウィルス感染症による感染者が急増して

法人全体の研修が中止となり、全体主任会も開催できま

せんでした。各施設では不安を覚えながら、たくさん迷

い、悩んで未知の病気への対応をしてきました。いつも

なら会って他の施設の状況を聞いたり、ヒントをもらっ

たりして前に進むこともできましたが、状況が許さず１

日１日気を張り詰めて過ごしてきたことと思います。 

2021 年度は、毎日園を支える主任の皆さんが、どんな

形でもいいので話せる機会を設け、少しでもホッとし、

元気になってもらいたい、と決め、法人研修や会議でも

おなじみになってきた Zoom を使って開催することにな

りました。とにかく、お互い顔を合わせながら、リラッ

クスして話ができたら、ということで、事前に語り合い

たいテーマを募集しました。想像以上にたくさんのテー

マが集まり、「①新型コロナ感染症について、②キリス

ト教保育や保育について、③職場環境について、④主任

としての悩み、⑤会議関係、⑥職員関係について、⑦情

報管理について」の 7 つのテーマにまとめました。 

当日は、25 名の参加者が Zoom に集い、田村三佳子園

長のお祈り、植月優子園長の主旨説明ののち、参加者の

自己紹介からスタートしました。その後、Zoom の「ブレ

イクアウトルーム」という機能を使い、1 グループ 4～5

人に分かれて、テーマ集の中から興味ある話題を取り上

げて、3 回グループ替えをしながら自由に話をしました。 

いつもは天国屋カフェのおいしいケーキセットをい

ただきながら懇談しているのですが、今回は「オンライ

ン呑み会」ならぬ「オンライン茶話会」の雰囲気でリラ

ックスして行いたく、手元に飲み物とお菓子を準備して

いただき、その費用はぜひ施設で出していただけるよう

に施設長にお願いしました。参加者の皆さん、実現でき

たでしょうか？ 

事前にいただいたテーマは、今の主任の皆さんの思い

や悩みがたくさん書かれてありました。今回その答えは

出なかったかもしれませんが、毎年顔を合わせてイエス

団の仲間の輪を広げ、大変な状況を乗り越えていきたい

と思います。そして、2022 年度は賀川記念館でお会いで

きますように。 

参加者の声（１） 

1 年越しの全体主任会。前回と話題の内容もガラっと

変わり、コロナの話題が多かったが、行事や日常の情報

交換して新しい取り組みを知れ、同じ法人内でもこんな

にも違う取り組みがあるのだと、新たな刺激を受けまし

た。 

会自体は、固くなり過ぎず自然体な感じで過ごす事が

でき、また画面越しではありましたが久しぶりに兵庫ブ

ロックの皆と顔を合わせる事ができ、懐かしさや嬉しさ

を感じました。私自身、主任２人で参加できたのも、良

かったのかもしれません。のびのびと参加できました。 
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まだまだコロナが続きますが、画面越しでも集まれる

のなら嬉しいなと思いました。企画計画ありがとうござ

いました。次回の開催を心待ちにしています。 

（のぞみ保育園 遠藤法子） 

参加者の声（２） 

主任になって初めての主任会で緊張しましたが、Zoom

での参加ということもあり、接続できた時に嬉しさから

思わず手を振ってしまいました。グループワークでは、

withコロナの話が多かったですが、マイナスに捉えるの

ではなく、コロナ禍で色々経験したことをプラスに捉え、

行事の見直しや取り入れ方、対策などを考えることが大

切なのだと学びました。布染めや歌作りなど、面白そう

な保育の情報も聞くことが出来て良かったです。 

お菓子やお茶を飲みながら参加させてもらったので、

リラックスして参加させていただきました。Zoomではグ

ループ内で順番に話しをしましたが、一人ずつしか話せ

ないので話を進めるのが難しく感じたのと、お話できな

かった方もいたので他の方ともお話したかったです。実

際にお顔を見ながら話せたら空気感も伝わって話が弾

むだろうなと感じたので、また直接お会いして研修がで

きる日が来るのを楽しみにしています。ありがとうござ

いました。 

（のぞみ保育園 衛藤静香） 

 

報告：企画委員会 研修担当チーム 

イエス団本部事務局主任 好崎志保 

 

 

2021 年 9 月 9 日(木)・10 日(金) 

於：Zoom 開催 

「ミッションステートメント 2009」の実現に向けて必

要なリーダーシップの能力を高める、というねらいを基

に一昨年までは大阪生野をフィールドにして、地域にあ

る保育園、高齢者施設、障がい者施設に分かれて現場体

験を行い、在日の方々が多く住まわれている生野地域の 

“言葉、匂い、生活、食、文化” 等、直接体で感じ取る

ことが出来た研修を行ってきました。新型コロナの影響

が日本、世界全体を覆いつくすようになり、昨年は開催

を中止、今年は 9 月にオンライン研修、12 月のフォロー

アップセッションは日本のコロナ感染者の減少により

賀川記念館での対面研修が可能となりました。 

オンライン研修の良さの一つに、普段なかなかお会いし

てお話を聞かせていただけない方でも、画面上で話を聞

き質問することが出来ることでしょう。 

 

今回は「ミッションステートメント 2009」より、「い

のち」について平田義さん（イエス団理事、愛隣デイサ

ービスセンター・空の鳥幼児園 施設長）、「隣り人」につ

いて藤井航さん（賀川記念館隣保事業担当職員）、「違い」

について呉光現さん（イエス団理事、聖公会生野センタ

ー総主事）、「自然」について西村仁志さん（広島修道大

学人間環境学部教授）、「平和」について金井創さん（日

本キリスト教団佐敷教会牧師、辺野古新基地建設抗議船

「不屈」船長）をオンライン上でお招きしてお話をお伺

いしました。 

 

「平和」をテーマにして話された金井創先生の話の中

で、「今生きているのは平和な世界→平和を守る→その

ためには戦争もする。平和を守るための戦争」このよう

な考え方では人を守ることが出来ない、子どもや高齢者、

障がいを持つ者、マイノリティの方々の生活やいのちを

守るには、「今生きている社会は平和ではない→平和を

創る→平和的な手段でなければ平和は創れない」そして

「平和をつくりだすとは、あらゆる暴力のない状態を非

暴力で実現していくこと」と締めくくっておられました。 

参加者それぞれの感性で 5つのテーマの話を聞きまし

たが、私たちは今までどのような方々と出会い、どのよ

うな関係を築いてきたのでしょう。そこには生きづらさ

を抱えながら、日々耐え忍んで生きている方々もおられ

ることでしょう。助けてというサインを出したくても出

せないでいる方もおられるかもしれません。私たちはど

のようにして人の痛み、人の辛さ、悲しみに気付くこと

が出来るのでしょう。私たちイエス団の一員として「ミ

ッションステートメント 2009」を掲げる中で、“イエス

に倣って生きる” ことを大前提に置きながら、様々な視

点を持ち、様々な角度のアンテナを張り巡らせ、知るこ

と、気づくこと、そしてこころに寄り添うこと、私たち

はこれからも学び続けていかなければなりません。 

 

報告：企画委員会 研修担当チーム 

ぶどうの木保育園  園長  木村耕 

 
【12 月のフォローアップセッションでは、対面研修ができました。】 
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2021 年 11 月 6 日(土) 

または 11 月 20 日(土)    

於：賀川記念館および Zoom 開催 

【私の歩みを振り返る】 

 11 月にはみなさんと再会ができました。『わたしの

MS2021』についての取り組みから自分を見つめなおしま

した。日々過ごすことに必死で、当初考えていた自分の

気持ちを忘れていたことに気付いたり、できたことや悩

みなどを仲間と共有し、アドバイスをもらうことで励み

になったこともあったようです。 

 

【改めて「イエス団で働く」とは？】 

 

 キリスト教社会福祉の実践の話を聞いて考えました。

イエス団で働くことをあまり感じていなかったことも

あったようですが、小さくされている人は出会った人の

中にいることに気付き、前例がないから、しないのでは

なく、みんなで出来る知恵を出し、変えていくこと、み

んなでつくっていくことをそれぞれの場でしていきた

いと思いました。そして、誰かに寄り添うために自分を

大切にすること、が心に残ったようです。 

 

 みなさまが小さくされている人と共に過ごす中で自

分にできることを見つけて仕事に励むことができるよ

うにお祈りしています。また、お会いしましょう。 

 

報告：企画委員会 研修チーム 

神視保育園 園長 植月優子 

 

 

2021 年度の研修を始めるにあたり、企画委員会研修チ

ームで確認したことは「たとえどのような形であっても

イエス団の研修体系に則って必要な研修は行う」という

ことでした。 

その上で、感染状況を見ながら直前変更も念頭におき、

研修を組み立てました。 

ほとんどの研修はオンラインでの開催となりました

が、一部感染症対策をしっかり講じ工夫しながら対面研

修も行いました。オンラインでは、慣れないパソコン操

作をしながら自分の話をすることの難しさを感じまし

たが、事前の Zoom 接続テストのおかげで研修前に参加

者が顔を合わせることもでき、何より遠隔地にいらっし

ゃる超豪華ゲストのお話を伺えたというオンラインな

らではの大きなメリットがありました。 

反対に、できればよかったなとスタッフ誰もが思い、

今後の課題にしたいと感じたことは、『悩みの共有』で

す。ブレイクアウトルームではたまに『ここだけの話』

もしましたが、対面で場を共有しながらの雑談にはかな

いません。 

イエス団の研修では、これまでの自分を振り返り、自

分にできることは何なのかをそれぞれの立場で考えま

す。どうすればよかったのか、それでよかったのかなど

を誰かに聴いてもらうことで、また新たな考えが導き出

され前に進むことができます。そして、同じ気持ちを持

つ仲間がここにいると実感し、明日からの仕事に力を与

えられるような何かがあります。 

そのためには日常を離れて、山の上などでゆっくりと

自分と向き合う時間をとることは大切ですが、残念なが

ら今年度もかないませんでした。 

新しい形での研修を行いながらもまた従来の研修の

形に戻していきたいと考えています。 

宿泊し、仲間と語り合うあの時間をどうすれば実現し

ていくことができるのか。そして、キリスト教社会福祉

の実践、出会わせていただいた利用者さんに寄り添うた

めにも支援をする一人ひとりが『わたしも大切にされて

いる』と実感していただけるような研修を、どのように

提供できるのか、研修チームとして更に考え、皆さまを

応援していきたいと思いました。 

オンラインではさすがに照れくさくて言えませんで

したが、この場をお借りして「皆さまのことが大事。大

好きですよ。」と言わせていただきます。 

どうぞ、研修でお目にかかるまでお元気でお過ごしくだ

さい。 

 

企画委員会研修チームチーフ 

甲子園二葉幼稚園 園長 田村三佳子 
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施設紹介 

愛隣館 
データ 

〒612-8141 京都市伏見区向島二ノ丸町 151 

TEL：075‐621-3849 FAX：075-621-1579  

 

 

インクルーシブな社会の実現を！ 

～新愛隣館完成しました～ 

 

 1977 年から入居が始まった向島ニュータウンの真ん中に、

京都市からの委託を受け、翌年 1978 年に 90 名定員の保育所

＝野の百合幼児園と 30 名定員の知的障がい児通園施設＝空

の鳥幼児園が開設され、難波俊子さんが園長として就任しま

した。その 1 年後に空の鳥幼児園の 2 階部分に、地域福祉を

展開していくために、故木村量好先生（桃陵乳児保育園前園

長、第 5 代理事長）の肝いりで愛隣館研修センターが増築さ

れ、日本基督教団世光教会の団地伝道の拠点として、教会学

校や聖書研究会などの活動や、地域の子ども文庫活動（ふう

せん文庫：当時向島ニュータウンは子どもが多く、1 回に 200

人、300 人はあたりまえという状況。）などを行ってきました。 

 

旧愛隣館を地域の方がスケッチしてくれた絵画 

その後、地域で暮らす自立障がい者の柏木正行さんとの出

会いから、障がい者のデイサービス事業を 1993 年に開設。 

2 年後に 3 階を増築し、障がいのある方々の地域生活を支

える活動を行ってきました。（向島障がい者地域生活支援セン

ター『遊隣』）これらの同一敷地内で行われてきた活動を総称

して「愛隣館」と呼んでいます。 

 

 

柏木正行さんとの出会い 

その愛隣館が施設の老朽化からくる度重なる工事が必要と

なってきたことや、施設を利用される方が増え、アメニティ

が低下してきていたことから、建て替えを決断しました。 

野の百合保育園、空の鳥幼児園、愛隣デイサービスの職員

が集まり、建て替えのための会議を続け、「新愛隣館」は、イ

ンクルーシブな社会を実現していくというコンセプトの下で

建築していくことが確認されたのです。 

設計事務所の方との会議を重ねる中で、「新愛隣館」の設計

図面がほぼ完成したのですが、その内容が、建て替え前の焼

き直しのような建物で、以前の建物と大きく変わらないもの

になっていたことから、「おもろない！」「これでいいんか！」

と気づき、今一度、私たちが掲げた建築のコンセプトである

「インクルーシブな社会実現」のための建物にするために、

設計図面をすべて白紙に戻しました。 

 「インクルーシブな社会の実現」を表現できる建物にする

ために、地域の人たちとの交わりが大切にされる環境をつく

りだすことと、各事業の利用者が愛隣館に足を踏み入れれ

ば、自然とそれぞれの姿を見ることができるようにすること

が必要とのことから、回廊型の施設に設計を変更しました。 

 

 
みんなで力をあわせて！ 
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その結果、保育園の子どもたちとデイサービスの利用者、送り迎えをされる保護者の方と、障がいのある子どもたちや大人

の方々、地域の方々と各事業所の利用される方々との出会いの場がプロデュースされる空間となっています。地域の方々をは

じめ、本当にたくさんの方々からのご支援を受けることができ、新しい器が与えられました。本当に感謝です。 

これからも「インクルーシブな社会の実現」のために職員一同、何をなすべきかを模索、検討しながら進んでいきます。 

ここ、向島の愛隣館から何が生まれてくるのかをご期待ください。 

施設長 平田義 

新愛隣館各事業 

保育所：野の百合保育園（90 名定員） 

児童発達支援センター：空の鳥幼児園（30 名定員） 

生活介護事業：愛隣デイサービスセンター（20 名定員） 

生活介護事業：重症心身障がい者通所「シサム」（10 名定員）  

居宅介護事業：障がい児者ホームヘルプ事業「ゆうりん」 

相談支援事業：京都市南部障がい者地域生活支援センター「あいりん」  

短期入所事業：愛隣ショートステイ（定員 3 名） 

地域福祉事業：愛隣館研修センター（インクルーシブ実現部署） 

日本キリスト教団向島伝道所 

別浴室 3 つと 

一般浴室 1 つ短期

入所（3 名）の部屋

を配置。浴室は更

衣室を分ける事で

これまで以上に高

まっているニーズ

に応えます。 

特 

部屋を回廊型

に配置すること

で、お互いの活動

の様子がよく見え

ます。バルコニー

を使って行き来も

自由にできます。 

各 

庭を真ん中に置

いた回廊型の建物

では、お互いの顔が

自然と見えます。 

園 

入り口を共通に

することで、利用さ

れる方々がそれぞれ

の多様性を認め合い

一人一人を大切にす

る環境を作ります 

出 たに設ける地域

交流スペースでは、

利用される方々や

スタッフと地域の

方々との出会いが

生まれます。（一緒

にクッキングをし

たり映画を観たり） 

新 



 

新型コロナウイルス感染症という 
出来事を通して 

2020 年に始まったコロナウイルス感染拡大は、全世界で大勢の人達の生命を奪い、生活を一変さ

せました。イエス団の活動も大きな影響を受けました。休園を余儀なくされた施設。利用者の皆さん

への不便をなかなか解消できない施設。そんな中でも何ができるかを考え、工夫し、取り組みを継続

して今に至っています。上手くいったこともありました。反省すべきことや苦しかった経験もありま

した。単に記録を分かち合うのではなく、現場に立つ者の施設長や職員の「思い」を寄稿していただ

きました。 

 

幼保連携型認定こども園 のぞみ保育園 新しい生活様式で与えられた影響 

良かったこと 

子ども：◎園外へ出られなくても園庭でのびのび体を動かして遊ぶ

ことができた。◎実際にコロナ禍以前と比べてできなくなったこと

はあり、保育者はそれにかわることを考えるが、毎日変わらず友だ

ちや保育者と遊んで、ご飯を食べてお昼寝をして、大好きな保護者

の方が迎えに来てくれるという生活が送れることは子どもたちにと

って幸せなことなのかなとも思います。 

施設：◎今までの行事を見直し行事のあり方を再確認。今の生活で取り入れられることを実行した。

◎オンラインでの研修を受講できることが分かった。 

職員：◎日常のありがたさを実感した。◎今の生活で子どもたちと楽しめることは何か、追求した。 

地域社会：◎高齢者施設や近隣の郵便局などに絵手紙や花束を届けることを通して交流ができ、繋が

りを感じることができた。◎→交流の時一緒に歌い喜んでもらえていたので、今度は歌を録音して送

ろうと計画している。                        身近なものを集めました。 

悪かったこと 

子ども：◎特に幼児で楽しみにしていた子どもにとって、保護者に

普段の様子を見てもらう、一緒に遊んでもらう保育参加の機会が激

減した。◎大人が皆マスクをつけており、表情が読み取りにくい。 

施設：◎他施設との交流や研修の機会が激減した。◎オンライン研

修の環境が整っていない。有線が休憩室と事務室にしか設置されて

おらず、研修受講用に部屋も確保できていない状況。 

職員：◎特別保育になり子どもたちと過ごせない日々が続き、職員

同士もすれ違いの生活で気持ちが沈んだ。◎子どもたちと一緒に食

事がとれない。◎一日中マスクをつけており、表情が子どもたちに

伝わりにくい。 

地域社会：◎園庭開放や一時保育の受け入れを中止したり制限した

りした。それが入園希望に影響するかもしれない。  

陽性者の対応を経験して                    引っ張ったり、回したり押したり… 

◎子どもたちはマスクを着用していても不十分なため、陽性者の出たクラスは検査対象となる。 

◎異年齢交流を避けていたことによって他のクラスに影響が出なかった。◎コロナ禍では可能な限り

朝夕の合同時間を短くしておくことが有効だと再認識した。 

園長 宇治加奈子 

 

幼保連携型認定こども園 一麦保育園 

2020 年 5 月、五月晴れの清々しい天気のある日。登園児は数名。静かな保育園の園庭に泳ぐ鯉の

ぼり、それを見に来る園児親子。最初の緊急事態宣言が出されていたこの頃、感染への心配よりも、

これからどうなるのか、どうすればよいのか、という不安や戸惑いの方が大きかったように思う。 

PCR 検査を受検するケースが園の関係者や周辺でみられるようになるが、陽性者が出た場合を想定

した準備は手探り状態。毎日の保育は通常通り行い、秋からは行事も再開しはじめたが、実施の工夫

と保護者の出席は制限しながら。 

2021 年度、緊急事態宣言期間も基本的に保育は平常通り。行事などは実施の場合は制限と工夫し 
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ＮＨＫニューストピックス 

※は団報編集委員会補足 

2020 年 1 月 6 日 

中国 武漢で原因不明の
肺炎 厚労省が注意喚起 

1 月 14 日 

WHO 新型コロナウイル
スを確認 

1 月 20 日 

中国専門家「ヒトからヒ
トへの感染確認 野生動
物が感染源の可能性」 

1 月 30 日 

WHO「国際的な緊急事態」
を宣言 

2 月 1 日 

※イエス団大集会でも
マスク姿が散見された 

2 月 3 日 

乗客の感染が確認され
たクルーズ船 横浜港に
入港 14 日間の船上隔離 

2 月 11 日 

WHO 新型コロナウイル
スを「COVID-19」と名付
ける 

2 月 27 日 

安倍首相 全国すべての
小中高校に臨時休校要
請の考え公表 
※卒業式を控えて突然
の休校となる。幼稚園・
保育所は対象外。 

3 月 3 日 

「トイレットペーパー
在庫十分 落ち着いて行
動を」経産相 

3 月 11 日 

センバツ高校野球 初の
中止決定 
※この後軒並み全国大
会等が中止となる。 

3 月 24 日 

東京五輪・パラリンピッ
ク １年程度延期に 

4 月 1 日 

首相 全国すべての世帯
に布マスク２枚ずつ配
布の方針表明 
※アベノマスクと揶揄
され配布まで様々な問
題が発生した。 
 
新型コロナ 臨時休校で
影響の保護者支援の対
象拡大 厚生労働省 
※日額 8,330 円を上限
に助成。6月まで延長。 

4 月 7 日 

7都府県二 1回目の緊急
事態宣言 「人の接触 最
低７割極力８割削減を」 
※対象地域が増減して
全面解除は5月25日に。 

4 月 16 日 

首相 すべての国民対象
に一律 1 人あたり 10 万
円を給付する考え表明 

4 月 24 日 

「全国の小中学校 高校
の 9 割が休校」文科省調
査 

5 月 4 日 

専門家会議「新しい生活
様式」の実践例示す 
①身体的距離の確保 ②
マスクの着用 ③手洗い
を徹底 



ながら。全国的に感染者が増加する中、園の関係者にも感染者。8 月末には休園 3 日。消毒、保護者

への連絡・対応、検査実施、西宮市との連絡など、休園の対応、再開への準備を行った。誰も責める

ことはできない、正解か誤りかではなく事実を受け止め、その時々でベターと考えられる判断・対応

をする難しさを感じる日々だった。職員は緊張感や不安感を持ち続けながら各方面へも気を遣い、信

頼と連携を大切にし、日々取り組んでくれた。感謝し敬意を表したい。        

園長 梅村新 

 

ガーデンエル 

◎ボランティアをはじめとした地域の方々との交流が制限され、子ども達が色々な大人と触れ合う機

会がなくなりました。 

◎子どもと保護者が交流できない期間が長く、双方が辛い思いをしていました。 

◎親子が直接会って交流する機会が少なく、親子の繋がりが途切れない支援は何かを今まで以上に考

える機会になりました。 

◎近隣への散歩以外の外出ができず、社会経験を積む機会がほとんどありませんでした。 

◎施設内で過ごす毎日をどのように充実させるか、特に『遊び』について施設全体で考え、取り組む

ようになりました。 

◎施設内でできる社会経験は何かを考え、実行する機会になりました。 

◎子ども達がマスクのない大人の表情を見ることがほぼないことで、子どもの情緒や発達にどれくら

いの影響があるのか、とても気になっています。 

◎マスク生活になってから、たくさんの言葉、声色、身振り手振り、スキンシップ、目の表情など、

色々な表現を使って、子ども達に意識して伝えるようになりました。 

◎感染のリスクを減らすために、食育や、大人と子どもが一緒に食事をすることを止めました。 

施設長 六川徳子 

 

みどり野保育園 『時のしるし ～コロナ禍の 2 年～ 』 

 2020 年 2 月頃からコロナ感染が広がりだし、日常生活が一変しました。得体のしれないウイルスに

日本社会だけでなく世界中が動揺しました。マスコミが報道するコロナの脅威に恐怖を覚えさせられ

ながらも、医療機関の逼迫ばかりが報道されていましたが、職員は不安に襲われながら、保育園の運

営は継続を余儀なくされました。政府は、「マスクの着用」「消毒」「三密（密閉、密集、密接）」を避け

るようにと連呼し、ソーシャルディスタンスを取るように喚起いたしました。そのことによって、運

営責任を担う多くの園長が今もなお対応に悩みが続けています。当初、コロナがどのような脅威を持

つウイルスなのかわからない時期に、どのように対応すべきか、という答えは誰も持ちえませんでし

た。ですから、園長の裁量が重要となりました。私は過剰なマスメディアの報道にどのように対応す

べきか、保護者や保育者の不安をどのように払拭するかを考えました。そして次のように職員に伝え

ました。「コロナ感染は生物学的なリスクは当然あるが、私たちの心にも感染し不安を増幅させる。だ

から、マスメディアなどの報道に振り回されことなく、一定の根拠をもって、早め早めに方針を打ち

出し丁寧に説明していく必要がある」と。 

 その後、尼崎市の感染者数の推移や感染者の年齢層などを記録することにしました。また、重篤化

している年齢層などもデーターとして記録し、保育園での感染リスクを私なりに考えてみました。そ

こから見えてきたのは、就学前の子どもへの感染はほとんどなかったこと、また、感染した場合でも

重篤化することが稀であることが見えてきました。 

そもそも保育園で「三密」にならないようなことはありえず、ちまたの過剰な感染対策が子どもの

成長や保護者のストレスを増幅させるものと判断し、基本方針は、保育そのものは従来と何も変わら

ず。通常通り、実行していくというものでした。 

不特定地域の行き来がある保護者への制限はかけましたが、保護者の理解を求め、また、周りから

の風評被害にも気をつけながら、結果的には、食事も普通通り、賛美歌も歌い、バスでキャンプにも

行き、プールも開きました。保育士も中半あきれ顔でしたが、よく協力してくれています。それが正

しい判断であったかどうかはわかりません。しかし「子どもの最善の利益」である「子どもの成長の

機会」を守るのが私たちの役割であり、周りがこうしているから、行政がこのように言うからという

ことで、そのことが疎外されることは、極力避けていきたいと今も考えています。イエスが今の時代

に生きていたら、どのような言葉を発していたのでしょうか。緊急事態の際、私たちはどのような判

断をしていくのか。それは「私たちは何を大切に、保育園を運営しているのか」と日常から祈り、問い

続ける姿勢を持ち続けるしかないのではないかと考えています。 

園長 中田一夫 

 

5 月 20 日 

夏の全国高校野球 戦後
初の中止決定 

5 月 25 日 

緊急事態の解除宣言 約
１か月半ぶりに全国で
解除 
※感染者累計 16,618 人 

7 月 12 日 

「大阪モデル」黄色信号
点灯 若者と夜の街の対
策強化 
※通天閣と太陽の塔を
黄色点灯警戒呼び掛け 

7 月 22 日 

感染懸念の中「Go To ト
ラベル」キャンペーン始
まる 

9 月 5 日 

WHO 「新型コロナのワク
チン 分配開始は来年中
頃の見通し」。 

11 月 9 日 

コロナ禍 行き場失う外
国人技能実習生 国に実
態調査を要請 

11 月 14日 

障害者の解雇 40％増加 
企業の業績悪化など理
由 

11 月 24日 

大阪府 コロナ重症者最
多に 27 日から飲食店
の営業時間短縮要請 

12 月 2 日 

日本医師会長「感染者が
これ以上急増すれば医
療提供不可能に」 

12 月 3 日 

「非常事態」の大阪「太
陽の塔」など赤く点灯 

12 月 15日 

GoTo トラベル全国一時
停止へ 政府 

12 月 26日 

変異ウイルス拡大を受
け全世界からの外国人
の新規入国 28日から 1
月末まで停止 政府 

1 月 5 日 

コロナ禍の年末年始 
“仕事失い生活苦” で
支援求める人相次ぐ 

2021 年 1 月 7 日 

緊急事態宣言 1 都 3 県
で 2 月 7日まで  
※要請内容は・飲食店へ
の時短営業・20 時以降
の外出自粛・テレワーク
7 割に・イベント収容半
数か 5 千人まで・一斉休
校は求めないとした。 

1 月 8 日 

大阪の新規感染者 654
人でピーク。5 日連続で
500人を超える。 

1 月 27 日 

世界の感染者が 1 億人
超える 
※世界全体で感染者は、
1億 21万 6403 人。死者
は 215万 4967 人。 

2 月 5 日 

1 都 3 県の知事 「対策
緩めれば 医療崩壊の懸
念」 
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神視保育園 

花の日礼拝ではいつもお世話になっている人にお花を届けていますが、今年は一番近くにいて、

「だいすき」と見守っていてくれるおうちの人に「ありがとう」の気持ちをこめて、全園児でお花の

製作をし、玄関を花いっぱいにしました。保護者の

方々は迎えに来るなり、「すごい！」と喜んで 

くださり、子どもと記念撮影する姿も。コロナ禍です

が、気持ちがほっこり温かくなる日でした。 

 コロナ禍でできない事がたくさんある中ではありま

すが、今ある状況の中で出来ること、楽しめることを

職員がみんなで知恵をしぼり、日々すごしています。 

園長 植月優子  

 

馬見労祷保育園 『コロナ禍の園行事の進め方について』 

昨年来より何かと混乱をもたらした新型コロナウイルス感染は、以前に比べ感染者が減少し、緊急

事態も順次解除されました。しかしながらまだまだ予断を許さない状況にあり、元の日常に戻れる日

はいつになるのか不透明な状態がしばらく続いていくように感じられます。このような状態の中、保

育園では、検温、消毒、分散、人数制限など、感染防止対策の打ち合わせや確認を連日に渡り行って

おり、園児や職員の安全に注意を払ってまいりました。園内での通常保育では、これらの対策である

程度の予防効果を見込めますが、園内外での行事には、より厳しい対策を必要としなければなりませ

ん。密を避け徹底した人数制限をした上で、いかに有意義な趣向性のある行事を行えるか、試行錯誤

の日々が続いております。 

先日開催された運動会で、子どもたちは、学年やク

ラス単位で行うことで、よりスムーズに集中も途切れ

ることなく行動する姿がありました。少人数での開催

に見られた特徴として注目するポイントであると考え

ております。今後、どのように感染が収束するか、ま

た再拡散してしまうのか、予測できるものではありま

せんが、職員一丸となり最善の対応策を選択できるよ

う努めてまいります。                                 

園長 岡本秀美      給食時はアクリルボードを設置して。 
 

野の百合保育園 

2019 年の年末、愛隣館建替え工事に伴う引越し作業を行った。その頃、新型コロナは海外の出来

事と捉え、日本に来ることも想像していなかった。年が明けて 2 月後半辺りから、お別れ遠足や卒園

式をどのように実施していくのか保育者と話し合うことになり、また職員が少しずつマスクを着用し

始めた。4 月末から初めての緊急事態宣言による休園の対応も保育者が趣向を凝らし動画配信を始

め、お休みしている子ども達と「繋がっているよ！」とメッセージを送った。そのような中でも子ど

も達へは普段と変わらない対応を大切にしつつ、今まで以上の消毒作業。「保育者から子ども達へ新

型コロナをうつしてはならぬ」という緊張感はまだ続いている。 

2021 年 9 月 7 日(火)～11 日(土)臨時休園も経験（第 5 波の時期）。なにより罹患した関係者がいら

ぬ噂などでしんどい思いをしないよう配慮した。このコロナ禍、保護者のご理解・ご協力があり、コ

ロナに関する苦情は全くなかった。普段から保護者へ何気ない声掛けを大事にし、また日本赤十字社

が作成した「新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう！ ～負のスパイラルを断ち切るために～」を

保護者へ閲覧したことも良かったかもしれない。新型コロナの「病気」以外の「不安」や「差別」に

自分の心、保育者の心が取り込まれないよう空の鳥園長・愛隣デイ所長平田氏と常に相談しながら歩

んできた。「密」回避を推奨されるコロナ禍。しかし、福祉は人や地域と心的距離も、身体的距離も

「密」にしなければ良い活動にならないことも改めて実感した。新愛隣館のテーマは「インクルーシ

ブ」。誰もが温かく包み込まれるように育める環境を愛隣館内外で実践していきたい。密を適正に注

意しながら、子ども達や利用者達・地域と「密」を大切にしていきたい。今後新たな感染症が起きた

としても、この気持ちが途絶えないようにしていきたい。 

園長 井桁光 
 

豊島ナオミ荘 

◎未知の出来事で人々の内面が表出され、自分や他者を見つめなおす機会となっている。◎望まざる

分断が各所で発生する一方で、断ち切れない絆を知ることができた。 

 

2 月 6 日 

EU 域内で生産のワクチ
ン 日本への輸出を許可 
新型コロナ 

2 月 14 日 

新型コロナワクチン 国
内初の正式承認 米ファ
イザー製 厚労省 

2 月 17 日 

新型コロナ ワクチン先
行接種始まる 医療従事
者 約 4 万人対象 

3 月 1 日 

コロナ影響で失業 見込
み含め 9 万人超える 厚
労省調査 

4 月 7 日 

感染不安で「自主休校」
7000 人余 家族に基礎
疾患など 
大阪府が「医療非常事態
宣言」病床ひっ迫 医療
崩壊のおそれ 

4 月 12 日 

高齢者へのコロナワク
チン接種始まる 

4 月 15 日 

変異ウイルス「N501Y（デ
ルタ株）」 首都圏でも 5
月初めには 8 割超か 感
染研 

4 月 16 日 

大阪で重症病床がひっ
迫 病床増やしても看護
師が足りない 

4 月 18 日 

ワクチン“全対象者に必
要な数量 9 月中に供給
可能の見通し” 

4 月 22 日 

神戸 入院調整で自宅待
機中の死亡相次ぐ 患者
急増で調整できず 

4 月 23 日 

東京 大阪 兵庫 京都に
3 回目の緊急事態宣言
を決定 4月 25日～5 月
11 日 
※飲食店などに加え、百
貨店やショッピングセ
ンターなど大規模な施
設に休業を要請。USJ や
TDLも休業。 

4 月 28 日 

変異ウイルス N501Y（デ
ルタ株）“急速な広がり” 
大阪 兵庫 京都 8 割超 
東京 5 割超 
※感染確認は 20 代が最
多 515人 20代以下では
887 人/2179 人中。若年
層の感染増加が顕著に 

4 月 29 日 

大阪で新たに 1172 人が
新型コロナウイルスに
感染。大阪府内の感染者
は累計 8万 145人に。 
1 日の死者数としては
過去最多となる 44人 

5 月 7 日 

政府 緊急事態宣言 4
都府県 31 日まで延長と
愛知 福岡追加を決定 

5 月 18 日 

昨年度のGDP -4.6％ リ
ーマンショック超える
最大の下落 
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◎結果イコール評価という空気のなかで、物事を決断していくことの難しさを感じている。 

◎終末期を迎えた利用者のケアについて、特に家族との対面を実施でき

たことは大きな成果であると考えている。 

施設長 丹生裕一朗 
 

【ナオミ荘】デイ入口           デイサービス 
感染症対策として            みんなで健康体操 
デイサービス専用の 
出入り口を設置 
 

幼保連携型認定こども園 聖浄保育園 

2020 年コロナ感染症が広がりだし、保育園でも色々なことに対しての対応に悩まされました。先

が見えず、何が良くて何が悪いのか？子どもたち、保護者に職員にとって最善は何なのか…。感染を

怖がってばかりで「何もしない」のが良いのか…。8 月に園関係者の陽性が確認され休園になりまし

た。濃厚接触者として 2 クラスの園児、職員 10 名が PCR 検査を受け、全員が陰性でしたが、健康観

察期間 2 週間、園を休まなくてはならなくなり、保育をするにも職員が足らず、園児の家庭にも休み

の協力をしてもらわなくてはいけない…。どうすればいいのか答えが出ない状態でしたが、職員が前

向きに色んなことに協力してくれ、また、保護者の方にも励ましの言葉をかけていただいたり、入手

困難な時期に、消毒液や非接触体温計等を寄付して頂いたりと、周りの方に支えられ前に進むことが

できました。これからまだ「コロナ」とは付き合っていかないといけないですが、職員と話し合いの

時を持ち、園として、今するべきことや、これからどうするべきかなど考えていこうと思います。 

園長 峰浩美 
 

甲子園二葉幼稚園 『コロナに思う』 

2020 年 3 月 2 日より全国の小中高各校と特別支援学校にコロナによる臨時休校が要請されまし

た。保育園と学童保育は原則開所。幼稚園は休園の対象外でしたが、人々の不安は一気に高まりまし

た。ここからわたしと目に見えないウイルスとの闘いが始まりました。要請が出されるというニュー

スを知ったのは、忘れもしない、スタッフとして参加していた京都東九条でのリーダーシップ養成研

修Ⅱの研修中でした。3 月は、子どもたちの大切な締めくくりの時期。その大切な時期を、なぜいき

なり休校にするのか。それよりやるべきことは他にあるのではないかと憤りすら覚え、中々腑に落ち

ませんでした。そのため、当初は誰もが納得できる適切な判断はできませんでした。特に卒園する子

どもたちには友だちと一緒に大事な時を過ごさせてあげたかったという思いが強くありました。ここ

からは、自分も含めた「大人の不安」との闘いでした。子どもたちは「大人の不安」を横で見て、ず

いぶん不安定になったものです。「子どもを守らなければ」「子どもの最善の利益を」と考え、不思議

にわたしの気持ちは強くなりましたが、コロナの前には無力でした。一人では何もできない自分があ

りました。全ての保護者と職員も守らなければならない。しかし、判断は迫られる。これほど苦しい

ことはありませんでした。感染が少しおさまり、状況に慣れてくると、希望の光も見えてきました。

三密を避けること、マスク着用、検温・消毒・換気の徹底、子どものマスク使用をどうするか、子ど

もはマスクを使用する方がリスクは高いのだという意見など、わたしたちは一つひとつを考えていき

ました。子どもたちのために恐れてばかりはいられません。守るべきことを守り、「あれもこれもで

きないではなく、できる方法を皆で見つけていきたい」と願いました。これまで経験したことのない

恐怖に打ち勝つためにはチームでアイディアを出し合い、乗り越えるしかありません。最初は難しか

ったですが、情報を集め、話し合って様々な活動を続け、その集大成のひとつが今年の運動会です。

どうなるか先の見えない状況の中、様々な状況を想定し、小学校の運動場での実施、園庭で保護者 1

名だけを招いての実施、雨の場合は園のホールで保護者を招かずに実施など検討を重ねました。しか

し常にこれで本当に良いのだろうかという不安もありました。最終的には、どのような状況でも保護

者に見ていただける運動会にしたいという思いから、園庭でできるプログラムと方法を考え、園庭に

新しい土も入れ整備をしました。園の思いをきちんと保護者に伝え、保護者の皆さまはルールを守っ

てご協力くださいました。また近隣への配慮もしっかりと行ったので、苦情もありませんでした。結

果的に、感動的な運動会を行うことができ、「精一杯工夫してくださり開催していただけただけで感

謝しています」など、これまでで一番嬉しいものとなりました。子どもたちの頑張りはもちろん職員

の頑張り、保護者の方々の理解があり、何と幸せな時を過ごしたことでしょう。 

第 6 波は必ず来ると言われています。ここまで皆で頑張ってきたのだから、これからも負けずに十

分に備えながら活動をしていきたいと思います。人は一人では生きることができません。このように

共に苦しみや喜びを分かち合う仲間がいるからこそ、乗り越えることができるのだとわたしは実感し

ています。ここまで、皆で感染を食い止めながら子どもたちのために頑張ってきたことを誇りにも思

い、いつも支えてくださり、共に歩んでくださっている神さまに感謝申し上げます。 
園長 田村三佳子 

5 月 21 日 

モデルナとアストラゼ
ネカのワクチン 正式承
認 厚労省 

5 月 23 日 

沖縄 「緊急事態宣言」
開始 飲食店は休業対応
に追われる 

5 月 26 日 

新型コロナ関連倒産 
1500 社に 請負業者の
連鎖的な倒産も増加 

7 月 2 日 

ワクチン「接種したくな
い」11％ 若い世代多く 
全国大規模調査 

7 月 8 日 

東京に 4 回目の緊急事
態宣言 政府決定 沖縄
は延長 8 月 22 日まで 

7 月 23 日 

緊急事態宣言下の東京
オリンピック 開会式 

8 月 19 日 

自宅療養中の妊婦 受け
入れ先見つからず早産
で新生児死亡 

8 月 25 日 

厚労省「妊婦のワクチン
接種優先を」自治体に通
知 
9 月 1 日 
※大阪での新規感染者
3,004 人で過去最高を
更新。2,000人超は 16日
間/1 ヶ月 
9 月 30 日 
4 回目の緊急事態宣言
をすべて解除 
※全国の感染者累計 
1,705,224人 
関西圏累計 336,200 人  

10 月 11日 

“コロナ後遺症” 感染
の半年後にも4人に1人
で…倦怠感、嗅覚異常 

10 月 15日 

大阪の感染者数 56 人
に。1 日当たりの感染者
数が減少傾向に 
※関西圏新規 115 人 
11 月 1 日 
※大阪府新規感染者が
1 桁の日が増えはじめ、
関西圏では 0 人の県も 
11 月 26日 
新変異ウイルス「オミク
ロン株」 懸念される変
異株に指定 WHO 
11 月 30日 
オミクロン株感染者 日
本初確認  
12 月 4 日 
※「遺児保護者の 4 人に
1 人が収入なし」 
  あしなが育英会調べ 

12 月 19日現在 

法人所在府県感染者数 
累計（死者） 
大阪：203,372 人（3064） 
兵庫： 78,771 人（1396） 
京都： 36,033 人 （292） 
奈良： 15,649 人 （149） 
和歌山：5,303 人  (62) 
香川：  4,702 人  (38) 
徳島：  3,291 人  (66) 
全国：1,729,611 人 
死者：   18,378 人 
お亡くなりの方々に対
し哀悼の意を表します。 
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トピックス （竣工しました。） 

みなべ愛之園こども園 

 

思えばむかしイエス君、幼子を集め～と賀川先生が幼子を

集めておられたのと同じように、愛之園保育園も賀川先生の

「南部に行きたまえ」の一言で升崎外彦がこの地に保育園を

開いて 93 年目となりました。 

小さな小さな 10 人ほどの園でありましたが、その時代の

ニーズに合わせながら建物の増改築を繰り返し、定員も 40

名から 60 名へと増え、1987年、創立 60 年頃に現在の園舎の

建て替えを行いました。その借入の手続きの為に東京に行っ

た際は、黒田保郎先生にお世話になったり、当時の理事長で

あられた今井鎮雄先生に園舎の定礎の文字を。また、愛之園

保育園の文字を村山盛嗣先生に書いていただき、多くの方々

の寄付やご協力をいただき完成に至りました。 

それから 25 年経ったころ、それ以前から持ち上がってい

た、建て替えの話が東日本大震災を機に、再び考え始められ

ました。2012 年、みなべ町長の決断により、保育園の移転、

建設に向けて動き出すこととなります。しかしながら、用地

の確保、ライフライン、水利権、道路整備等克服しなければ

ならない課題が山積みでした。 

その間、私たちは、いつ進みだしても良いように、保育の

見直しや研修、話し合いを繰り返し行いました。ようやく高

台移転の方向性が決まり、公立保育園と統合して「こども

園」となり、「防災の拠点」として動き出すこととなりま

す。周辺道路整備工事、池の埋め立て工事にかかってくださ

いましたが、予定より時間がかかりました。 

2018 年には、みなべ町の大変革があり教育委員会に幼児教

育室が新設され幼稚園・保育所に関わることとなりました。

教育長をはじめ、みなべ町議会全員で賀川記念館を訪れ、の

ぞみ保育園、二宮保育園等を見学され、イエス団のことを理

解していただきました。このあたりから、定員も 160 名に決

まり、2022 年 4 月開園を目指し、本格的に始動し始めること

となりました。 

設計に関しては、A4 用紙にびっしり 50 を超えるお願い事

をお渡しし、何度も何度も話し合いながら、詳細に設計して

くださり、そのほとんどを、園舎のすみずみに具体的に形に

してくださいました。例えば ほんの一例ですが、 

 

 

①保育室に受け入れコーナー、あるいは受け入れ室を設け、

お昼寝ベッドや遊具、教材を収納できる押入れが欲しい。 

②物入れはできる限

り多く飛び出さずフ

ラットに 

③乳児室には、もく

浴室、おむつ交換

台、ベッドコーナ

ー、調乳室、床暖

房、保護者が準備し

やすいロッカーで保

育室と通じているも

の(パススルー棚) 

④少々の雨にぬれずに遊べる

広めのデッキ、耐久性・安全

性のある木材で 

⑤給食を作ってくれている様

子が見られるカウンターを作

ってほしい。 

⑥インクルーシブ

な環境として、案

内板の色調・トイ

レの表示・バリア

フリー化⑦風通し

の良い、換気の良

い、夏涼しく冬暖

かい建物 

 

2020 年 福祉・医療機構からの貸付内定もされ、6 月 18 日

にみなべ町との協定書調印式が執り行われました。災害時に

は避難施設としての活用に協力すること。公立園の臨時職員

を雇用促進すること。みなべ町の補助金や国庫補助、和歌山

県への書類作成等を担ってくださり、整備に関しては全面的

な協力をすること等を交わしました。8 月 11 日入札が行わ

れ、無事落札。9 月 7 日起工式を実施しました。 

1 年超の建設期間中は、コロナ禍の中でしたが、豊かな経 
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験を持った現場監督をはじめ施工に当たられた皆様が細心の

注意を払ってくださり、2021年 10月 29 日に無事安全に素晴

らしい技術を持って、園舎を完成してくださいました。 

園舎の、床、壁、ドア、タイルなど一つひとつの、色や材質

を決めるのにも丁寧に相談に乗ってくださり、温かみのある

子どもたちの過ごしやすい園舎となりました。 

 

又、散水用に上水とは別に東吉田水道を使わせて頂けます。 

こうしてハード面が立派に整いましたので、ソフト面の教

育・保育内容の充実の為、今まで積み重ねて来た、イエス団

の保育、育児担当制保育・コ－ナー保育・異年齢児保育等の

実践を、新しい職員と共に行えるよう、繰り返し研修を行っ

ている所ですが、今後も共通理解をして同じ方向を見て歩ん

でいけるために、辛抱強く繰り返していきたいと思います。 
 

みなべ愛之園こども園の定員 

 0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 計 

定員 6 18 25 37 37 37 160 

（内 1 号認定：幼稚園部） (9) (9) (9) (27) 

部屋数 1 2 2 2 2 2 11 

その他 一時保育育室：1 児童発達支援室：1 

 
かつて 70 周年史を作った時に、創設当時のことを知るた

め松沢資料館より資料を送っていただきました。そのなかに

升崎外彦が書いた文章がいくつかありました。 

そこには島根伝道の後に書かれたと思うのですが、『私は

いつでも夢を描き、幻を見ています。10 数年前の出雲時代か

ら不思議にその夢が正夢となり幻は実現していますから、神

様は必要なものを与えて下さると信じています。』また、別

の文章では『蛇のごとく聡く、鳩の如く温和になって私はま

っしぐらにエルサレムに向かって進みましょう。』と、そし

て『将来としては神さまが如何に導き給うか予知できぬが、

過去より現在まで不思議に導き給いし御手に頼り、賀川先生

の御指導を受けつつ、贖罪愛運動への実践に懸命の努力と奉

仕を続けた。すべては感謝である。』などのことばを見つけ

ることができました。これらのことばの根底には堅い信仰と

血のにじむような努力と働きと祈りがあった事と思います。

まさに園章にある〈信仰と希望と愛〉だと感じました。 

私は、名前の如く迷える子羊で、力も弱く乏しいですが、

いつも神様にとらえられて今まで来られたのだと思います。

遅々として前進しないことも、何度もありましたが、いつも

『天が下のすべての事には季節があり、すべてのわざには時

がある・・・神のなされることは皆その時にかなって美し

い』という聖書の個所を思いながら「今ではないのだ」「神

のなされることは皆その時にかなって美しいはずだ」と過ご

してきました。これからも神さまのお導きを信じ、いつの時

代も変わってはならない「愛の精神」を大切に、イエス団憲

章やミッションステートメント 2009 にあるように、歴史を

検証し、働きを引き継ぎ、イエスに倣って生きたいと思いま

す。それを実践することにより、地域に根差し愛されるこど

も園となる事を信じて。 

 

愛之園保育園 園長 神谷羊子 
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｢イエス団の輪っ｣と題してリレー形式での投稿です。理事・評議員

から一人、一般職員は、各ブロックより一人ずつ寄稿して頂きます。 

11 回目は、理事の平田義さんから、評議員の叶信治さん。四国ブロ

ック：小川智子さん（光の子保育園）から田窪有希子さん【神愛館】。

大阪ブロック： 宮内未来さん（ガーデン天使）から西井裕美子さん（馬

見労祷保育園）。兵庫・東兵庫ブロック：山田千冬さん（一麦保育園）

から小井手佑圭さん（二宮保育園）。京都ブロック：南美穂子さん（ぶ

どうの木保育園）から大森郁美さん（くずは光の子保育園）。です。 

 

 

社会福祉法人イエス団評議員 

社会福祉法人カトリック京都司教区カリタス会 

希望の家カトリック保育園 園長 叶
かのう

 信
しん

治
じ

さん 

「イエス団に出会って思い起こすこと」 

イエス団につながって思い起こすことを、特に若い人に向

けて書いてみようと思います。 

私が、教派を越えた、エキュメニカル運動に関わることにな

ったのは、1979 年韓国を訪問したことがきっかけでした。日

本・韓国・在日のキリスト教に関わる青年がソウルに集まり、

日韓在日の歴史と課題に向き合おうとする会でした。今思い

起こすと、炭鉱の町大牟田、日韓在日の縮図のようなまちで生

まれ育った私にとって、刺激的な集まりとなりました。長い時

間をかけて、生まれ育ったまちを見つめなおすことにもなり

ました。また、この集まりは、当時の朴正煕（パクチョンヒ）

大統領が暗殺される数か月前に行われ、韓国は緊張感にあふ

れていました。貧困の中で厳しい生活を余儀なくされるスラ

ム地域の人々や女子労働者の姿、命をかけてでも、民主化を目

指していこうとする韓国の青年たちの、底抜けに明るい希望

に満ちた姿は、参加者の魂を揺さぶりました。 

その直後、イエス団で現在重責を果たしておられる、宇野豊

さん平田義さん呉光現さんたちと、東九条（京都）や生野（大

阪）で出会うことになりました。厳しい歴史と現実を抱える現

場の真っただ中でした。そして、2012 年から、この友たちを

通じて、イエス団ともつながりました。こうした出会いがなか

ったら、私はイエス団とも出会っていなかったと思います。 

私たちを繋げているのは、言うまでもなく、現場です。特に、

厳しい困難を抱える現場です。そこで生きる人々、死んでいっ

た人々です。苦しいこと、悲しいことがあふれています。同時

に、喜びと笑顔があふれているところでもあります。しんどい

現場だからこそ、私たちを引き付けて止まない。不思議ですね。 

イエス団は、保育園など、子どもと関わる人たちが多いです

ね。私は若い頃「福祉の仕事をしよう」とは微塵も思っていま

せんでした。仕事の展望は何も持たないまま、地域で暮らし始

めた頃、出会ったのが子どもでした。子どもは、人との垣根を 

 

次々と乗り越えて来ますね。当時、公園の砂場で遊んでいた

（その時初対面の）ある年長の子と遊ぼうと思って近づいて

行ったら、その子はいきなり私の顔面を殴ってきました。強烈

な一撃で、垣根を乗り越えて来ました。(笑) その子とは、40

年近くたった今も親しく付き合っています。その後、私は地域

の児童館に勤務することになりました。プレイルームのトラ

ンポリンを一緒に飛びながら遊んでいる小学生から、「あんた、

なにじん？？」と聞かれることがしばしばありました。在日朝

鮮人の子でした。この大人がどんな人で、どんな距離感をもっ

て付き合うべきか、という難しい課題に、幼いながら、遊びの

中で挑んでくる子どもの姿は、今でもリアルに覚えています。

大人になる過程で私たちが作ってしまう壁を、子どもたちは

次々と越えてきます。私は痛快に感じました。イエスが、子ど

もたちの行動を制する大人たちに対して、「子どもたちが私の

ところに来るのを妨げてはならない」と言いました。イエスに

こう言わせたのは、子どもの魅力によるものと思います。 

私は、19 年ほど、私の勤める法人内の高齢者施設で働きま

した。介護保険が導入される激動の時代、迷い悩むことも多く

ある中、理事会等で出上さんが報告される「真愛」の歩みには、

教えられることが多くありました。 

高齢者施設で出会った人たちとの忘れられない思い出はい

ろいろあります。元 芸妓さんだった方は、特養に入られたと

き、「一度でいいから、もう一回居酒屋に行きたい。」と言われ、

一緒に近所のお店に飲みに行きました。おちょこ一杯の日本

酒を、満足そうに飲まれる姿は、忘れられません。この方が、

ある時、三味線を弾きたいと言い出されました。これはぜひ実

現したいと思いましたが、所持金はほとんどありません。あち

こち探したところ、中古の三味線を売っている店があり、1万

円で手に入れることができました。残念ながら、曲を弾くこと

はできない身体の状況でしたが、調律をする音色は、プロでし

た。最後まで自分らしく生きようとされる姿に、私たち（職員）

は背中を押され続けてきたように思います。 

イエス団には、実に多くの出会いの場があふれています。本

当に恵まれていると思います。また、スケールメリットがあり、

他法人にはできない可能性があります。そして、枠にしばられ

ることなく、時のニーズに向きあっていく組織・・魅力的です

ね。次の時代を担っていく若い人たちが、臆することなく逞し

く進んでいかれることを心より願います。次のバトンは真愛

ホーム施設長の出上俊一理事にぜひお願いしたいと思います。 

 

四国ブロック 神愛館 田窪
た く ぼ

有希子
ゆ き こ

さん 

「イエス団と私」 

光の子保育園の小川智子さんよりバトンを受けとりまし

た。14 年目保育士の田窪有希子と申します。小学生の頃にイ

ンターンシップでお世話になり、そのころから豊島神愛館で

働くことを夢見ていました。2007 年に入職し、豊島神愛館で

3 年間、その後ガーデンエルで 5 年間働き、現在は再び神愛

館でお世話になり６年目になりました。自分が親に愛された 
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ようにこれから出会う子ども達のことを愛したいという思い

を胸に入職しました。豊島神愛館では定員 30 名の子ども達

を、赤ちゃんクラスと 1 歳半以上の子ども（就学前まで）の

過ごす子羊クラスの 2 ホームに分かれて生活しており、私は

子羊クラスに配属されました。担当制をとっており、2 歳の

男の子の担当となりましたが、失敗の連続でした。子どもと

の距離が近くなりすぎて、たくさんの子どもがいる中での甘

えに上手く対応出来なかったり、子どもたち一人ひとりと充

分に関われなかったりと悩む日々でした。しかし、限られた

環境の中でどのような経験が子ども達に必要か考え、計画し

実行することを繰り返すことは私の中でとても良い経験とな

りました。その時に栄養士や心理士や他の職員にアドバイス

をもらい様々な人の力を借り、みんなで子どもたちを育てる

という事を、身をもって実感することができました。 

担当児を無事に送り出し、小舎制の乳児院で更に子ども達

に寄り添い関わってみたいと考えるようになり、大阪にある

ガーデンエルに異動することに決めました。ガーデンエルは 

1 ホーム 5～6 人の小舎制でした。愛着関係の研修や、他の乳

児院との関わりの中で、実践以外で乳児院の事を学ぶ機会も

いただきました。一人ひとりと向き合えるようになったこと

で大舎制とは違った悩みを感じるようになりました。子ども

たちとの距離感も更に近くなり、児童養護施設への措置変更

や家庭に復帰する際の子どもへのケアも難しくなったように

感じました。その中でミッションステートメントについて学

ぶ機会もあり、子どもたちを大切に思い育むということ、職

員同士の連携、また、親御さん、子どもたちを隣人として愛

し、違いを認め合う事等いつも心に留めながら、今再び神愛

館で働かせて頂いています。 

神愛館の理念にもあるように〈隣人を自分のように愛しな

さい〉という聖書の言葉に導かれながら一人ひとりの「いの

ち」に寄り添っていきたいと思います。そして、将来子ども

たちが愛されて育った経験を土台に〈いのちを大切にする

人〉になって欲しいと願いこれからも 1 日 1 日を大切に子ど

もたちと関わっていきたいと思います。 

次回は育愛館にバトンをお渡ししたいと思います。よろし

くお願いします。 

 

 

大阪ブロック 馬見労祷保育園 西井
に し い

裕美子
ゆ み こ

さん 

「私を支えてくれたもの」 

正職を退き、65 歳を過ぎて退職を考えながらも健康を与え

られて働けることに感謝の日々の中、突然「イエス団の輪っ」

のリレー原稿のお話をいただきました。「いえいえ、どうぞ他

の方に」と思いましたが、振り返りの機会を与えてくださった

ことに感謝し、書かせていただくことになりました。 

馬見労祷保育園との出会いは 26 年前になります。思いもし

なかった場所にふらりと迷い込んだような不思議な感覚でし

た。「ちょっとお手伝いをお願いしたい」と当時の主任から電

話があり、ほんの短期間のつもりでここに来たのは 1995 年の

9 月でした。気持ちの定まらないまま翌年の春から学童保育の 

 

担当をさせていただくことになり、小学校 1 年生から 3 年生

までの子どもたちが学校から帰ってくるのを「おかえり」と迎

える日々がスタートしました。私の次男もちょうど同じ年頃

だったので、「おかえり」と言って迎える子どもたちに息子の

姿が重なりました。 

宿題を終えた子どもたちが園庭で元気に遊んでいた情景の

真ん中にあったのは、門を入ったところにあった〈ペカンの

木〉でした。ペカンの木は毎日子ども達が登園してくるのを迎

え、帰っていく姿を見送ってくれていました。そして園庭で遊

ぶ子ども達や園舎を静かに見守ってくれていました。いつか

らそこにあったのかはっきり知らないのですが、退職した職

員が「昔は実がたくさんなっておやつにペカンの実のケーキ

を焼いて食べた」となつかしそうに語ってくれました。今もそ

のペカンの木は同じ場所にあるのですが、園舎が建て替えら

れてからは、一部の保育室から間近に見えるものの、木の全体

の姿を眺めることが出来なくなってしまったのは私にとって

は残念なことです。 

キリスト教とは馬見労祷保育園に来てから初めての出会い

でしたが、小さいころから「神様はいつも見ていてくださる」

と母に教えられていた私には戸惑いは全くありませんでした。

ただ神様が導いてくださった不思議な出会いに感謝できるよ

うになるまでには 5 年ほどの時が経っていました。「キリスト

教保育って何？」と常に悩むことばかりで、困難に出会う度に

逃げ出そうとする自分がいました。 

私が最初に好きになった子ども讃美歌は「どんなにちいさ

いことりでも」でした。この讃美歌を歌うと学童保育で出会っ

た寂しい目をした男の子を思い出します。学童保育を終了す

る 3 年生の終わり、私の背中にぴったりとくっついて離れま

せんでした。4 年生に進級してからは、窓の外から学童保育の

部屋をのぞいては帰っていきました。今の時を幸せに生きて

いてほしいと願っています。ある研修の時に牧師先生がこの

讃美歌についてお話をしてくださったことがありました。「よ

いこになれないわたしでも かみさまはあいしてくださる」

と歌う時、ありのままの私を神様は受け入れ愛してくださる、

良い子になれない私をも愛してくださるという思いが心に溢

れてきます。 

六甲でのイエス団研修に参加させていただいたことは貴重

な経験として心に残っています。イエス団に連なる施設の

方々とともに学び、考え、語り合い、繋がっていることを感じ

る嬉しい出会いでした。同室になった保育士の方と共感しあ

いながらお話しできたこと、園長先生に本音をお話しし、温か

く頷いて受け止めていただけたことも本当に嬉しいことでし

た。ともに働く仲間たちがいてくださることをとても心強く

感じ、私の心の支えになりました。 

次は、聖浄保育園さんにバトンを繋がせていただきたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

兵庫・東兵庫ブロック 二宮保育園 小井手
こ い で

佑
ゆ

圭
か

さん 

「つながる輪 つなげたい輪」 

この度、一麦保育園さんからイエス団の輪のバトンを受け

取りました二宮保育園の小井手佑圭です。私はイエス団に就

職してから、異動を 2 度経験し、今は二宮保育園で働いていま 
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す。その中で感じたのは、人とのつながりは私を豊かにすると

いうことです。 

1 つ目の園では、就職したてで何もわからなかった中で、子

どもとの関わり方、保護者の方との関係作り、先輩職員との関

係など保育について、保育園で働くということについて様々

なことを学びました。子どもの人数も多かったので、保護者、

職員の数も多く、今まで同年代の友人との関わりが多かった

私にとっては、新しい人間関係はとても大変だったことを覚

えています。そんな中でも人との関わりが楽しいと思えるよ

うになったきっかけが、JB フェローズの担当になったことで

す。それまでは、園内のことにしか目を向けていなかった私で

すが、JB になったことで兵庫ブロックにある他の園のこと、

イエス団のことについて知る機会が増えていきました。また、

そこからイエス団の仲間との人間関係が広がっていきました。 

公開保育や瞳保育所へのお手伝い、ハンセン病研修などの場

にたくさん参加させていただく中で、兵庫ブロックの方だけ

でなく、大阪、京都ブロックの方たちとの関わりも多くありま

した。兵庫ブロックには、保育園、幼稚園の先生方たちが主な

ので、共感、共有できる部分は多く安心を感じました。福祉や

介護、地域との関わり、社会のできごとなどに深く関わってお

られる大阪、京都ブロックの方たちのお話を聞いたり、仕事を

されている姿にはすごく興味を持つと共に、色々と気づかさ

れることばかりでした。JB の担当ではなくなった後でも交流

会や研修などに参加させていただき、様々な方たちとお話を

した経験は私の糧になったと思っています。そのような中で、

異動の話を受けました。とても不安な気持ちもありましたが、

他の場所での経験をしてみたい、様々な人と関わってみたい

という思いを持ち異動をさせていただきました。それは JBで

のたくさんのつながりがあったからこそ決断できたと思って

います。 

2 つ目の園に異動したのですが、そこでも JB で知っていた

先生がいたことで安心した気持ちを覚えています。1 つめの園

とは地域性や子どもの人数、職員、保護者との人間関係など環

境も大きく変わり、その中で私自身も環境の変化に戸惑い、大

変なこともありましたが他の先生方からフォローをしていた

だいたことで何事にも突っ走りながら 4 年間を過ごすことが

できました。アットホームな雰囲気の中でゆったりとのびの

びと関わりながら一人ひとりに合わせた保育ができたことは

とても勉強になりました。 

そして、2 度目の異動をし、現在二宮保育園で働いています。

民間移管からの保育園ということでイエス団の様々な園から

職員が集まり、1 から保育を作り上げていくというところから

始まりました。同じ法人とはいえ、一人ひとり違った考え方や

保育観を持つ中で、1 つにまとまっていく大変さもありますが、

そんな考え方もあるのかと、発見の毎日です。今では園も 3 年

目となり、少しずつですが保育の流れや形を作り出していく

楽しさや面白さを感じています。 

人との「つながり」が感じにくい世の中になっていますが、

私はこのイエス団の中でつながった人との関係を大切にして

いきたいと思っています。同じ場所にいても、いなくても、「き

っとあの先生はこう思い、考えるだろうな」、「あの先生も頑張

っているんだろうな」と思うだけで、私も頑張ることができま

す。今は研修などに参加したり、会える機会がなかなかないで

すが、いつかまたみなさんに会って、お話ができる日を楽しみ

にしています。 

次回は、みどり野保育園さんにバトンをまわしたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 

 

 

京都ブロック くずは光の子保育園 大森
おおもり

郁
いく

美
み

さん 

「共に寄り添い、支えつながる」 

この度、ぶどうの木保育園からバトンを受け取りました。く

ずは光の子保育園の大森郁美です。保育士になって早、今年で

39 年目になります。来年は 60歳なので定年を迎えます。長い

保育者人生の中で社会福祉法人イエス団にお世話になって 30

年。終幕を降ろすのに自分を振り返り、リセットが出来る良い

機会を与えて下さった事に感謝致します。 

私は 6 年前から保育の現場を離れ「地域子育て支援拠点事

業」に携わっております。保育園とは違って、家庭で子育てを

している親子が集う場所で、家庭保育の子どもと関わってい

ます。開所当時は、どのように関わり支援していけば良いのか

わからず、悩む日も多かったです。経験ある先輩方にご指導を

いただきながら、手探りで進んでまいりました。日々重ねるご

とに、保護者との信頼関係も出来始めました。そうすると、保

護者から子どもの発達について、夫婦の事、今後の自分の生き

方等の相談を受けるようになりました。 

孤立が進む中、誰かに思いを聴いて欲しい、「いいね！すご

いね！」と共感してもらい、背中を押してもらいたい思いがあ

るのだとわかってきました。ネット社会が進んで情報が溢れ

ていますが、生の声で自分だけに「大丈夫！それでいいよ。」

と言ってもらいたい。「そうだね。みんな一緒の悩みをかかえ

ているよ。」と言って欲しい、寄り添って話を聞いてもらいた

い。そうすれば安心して前に進んで行ける。色々な事に向き合

える事が出来る。「寄り添って、支えて。」そんな心の叫びに気

づき、こんな思いを持って子育てを頑張っておられるのだ、答

えを出す事は出来ないが、こちらが真剣に寄り添い、繋がって

いれば思いは伝わる。と信じて接していくと、涙していた保護

者が笑顔になって「ありがとうございました。」と言って帰っ

て行かれます。その姿を見ると、小さな力だけど目を見て触れ

合い、繋がる事が人間にとっていかに大切であるかを知る事

が出来ました。 

思いもしなかったコロナ禍で、人とのかかわりが制限され

てしまい、より一層横のつながりが出来にくくなりました。緊

急事態宣言により子育て支援拠点事業は閉室、子育て親子は

平常の生活が 180 度変わり、外にも行けず、一日中子どもとの

生活、気がついたら「誰とも会話をしていない」、「子どもとの

生活に不安を覚える」、「早く開放して欲しい」等の声が聞こえ

て来ました。この状況の中で、私たちに出来る事は何なのか考

えました。まず自分がこの現状を冷静に受け止め、モチベーシ

ョンを下げないようにする事。ネガティブにならない事。そし

て、この時こそ寄り添い、「そばにいるよ。いつでも待ってい

るよ。私たちは繋がっているよ！」とブログからの発信を行い

ました。それを受けて保護者も反応して下さり、電話での相談

が始まりました。傾聴するだけでも保護者は安心されて心が

軽くなったと、喜んで明るくなられました。それを機に 1組ず

つ来園してもらい育児相談を行ったり、親子で楽しめる製作

の提供等をしたりと、私たちに出来る支援を行ってきました。 

やっと緊急事態宣言が解除されて開放が出来るようになる 

と、たくさんの親子が集って来られました。なかには二人目を 
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出産されて「又来られるようになった。」と久々にお顔を見せ

てくれる親子もおられて嬉しくなりました。 

知らない者同士が集い、そこから輪が広がり繋がっていき

ます。聖書ヨハネによる福音書 15 章 5 節「私はぶどうの木。

あなた方はその枝である。」は好きな聖句です。この生きにく

い時代、誰にでも淋しさや無力感を感じます。だからこそ、私

たちは決して一人ではないこと、神さまという誰よりも強く、

大きく優しい方といつも繋がっている事がどれほど力になる

ことか。人と人との繋がりは生きていくうえで、なくてはなら

ないものだと強く思います。 

今後もコロナ禍の中で思い悩む日々も多いですが、自分の

力だけで解決しようと思わないで、私たちは繋がっているの

だ。共に思いを共有して寄り添っていきましょう。と送り続け

たいと思っております。 

次回の「イエス団の輪」は、宇山光の子保育園にお願いした

いと思います。よろしくお願いします。 

 

 

J.B.フェローズ活動報告 

四国ブロック 
コロナ禍の今、集まる機会をもつのはまだ難しい状況であるため、

昨年に引き続き、ZOOM でのオンライン会議を行いました。今年度の活

動としては、毎年続けている『作品カレンダーの製作』を行うことと

なりました。この活動は、四国ブロック各施設の子どもたちや利用者

の方が次の年（今回は 2022 年用）のカレンダーを製作し、それぞれの

施設にプレゼントするというものです。今までは、いただいたカレン

ダーが飾られた写真を共有する形だったのですが、今年度は、冊子と

して発行し、広く共有できるような取り組みをしようということにな

りました。この活動を通して、それぞれの施設とのつながりを感じら

れる機会がもてればと思います。また、コロナ禍の中での各施設にお

ける変化や悩み、困っていることなどについてそれぞれが話す時をも

ちました。業種や職種の違いをこえて、様々な角度、視点からの悩み

や不安について知ることができました。共感しあえる部分や驚きと発

見もあり、普段なかなか関わることのできない中で、貴重な時間とな

りました。まだまだ、集まれる機会をもつことはできていませんが、

With コロナ時代の中で、JB フェローズとしてできることについて考

え、模索しながら互いに協力、助け合っていきたいと思います。 

報告：四国ブロックリーダー 育愛館 藤田愛里加 

 

兵庫ブロック 
① ブロック交流会 

昨年度に引き続き中止としました。交流会を開催できた時には、 

新たな職員との出会いや園紹介、懇親会を通して、より深く兵庫 

ブロックで関係を築いていきたいと考えます。 

② 施設訪問研修 

昨年度に引き続き中止としました。二宮保育園、のぞみ保育園が 

来年度 5、6月に開催予定です。 

③ 給食室研修 

昨年度に引き続き中止としました。 

次回は神視保育園で行う予定です。 

④ 東日本復興支援 Ｔシャツ・ポロシャツ・パーカー・トレ

ーナー申し込みについて 

昨年度に販売していた色のみとしました。今年度から新たにロンＴ 

が加わりました。 

⑤ 長島愛生園・豊島 

それぞれ研修は中止ですが、引き続き情報交換をしていきます。 

 

 

 

⑥ 冊子づくり 

コロナ禍での保育も２年目に入り、行事等や保育をどのように工夫 

をしているかを共有し合いました。 

 

  今年度も残念ながら交流会は中止になりましたが、昨年度から始

めた冊子作りによって、直接の情報交換は出来なくても各施設でど

のような保育をしているのかと様々なことを知ることができまし

た。新型コロナウイルスによって、制限されることもまだ多くあり

ます。ですがマイナス面だけでなく、コロナ禍だからこそ子どもた

ちと経験出来ることがあると施設で共有できたことも、互いに安心

することにつながっています。 

報告：兵庫ブロックリーダー のぞみ保育園 篠田有記 

 

京都ブロック 

2021 年度のＪＢフェローズ京都ブロックの活動は、 ①「発達障が

いに関する意見交換会」 ②「給食に関する意見交換会」 ③「豊島

研修」「長島愛生園研修」④「京都ブロック大集会」の４つの活動を

予定していましたがコロナ対策の為、中止しました。代わりに今ま

で研修会をさせて頂いた豊島の物産・みかん・ジャム等を「オンラ

インバザー」で行い京都ブロックの方々・保護者や卒園児保護者に

購入して頂きました。 

  

① 「発達障がいに関する意見交換会」 

意見交換会は、次年度も引き続き各施設から事例を持ち寄り､情

報を共有し、より良い関わりを考える場にしていこうと考えて

います。  

② 「給食に関する意見交換会」 

 年 3 回各施設の調理職員が集まり、献立作り・レシピ・提供

する器・食育の評価等の情報交換や意見交換を計画していまし

た。  

③ 「豊島研修」「長島愛生園研修」 

「豊島研修」は継続して行ってきた企画です。 豊島の方々、各

ブロックの方々の御協力を頂きながら続けてきました。「みんな

のレモン」は ６年目になりました。今後も繋がりを大切に今、

出来る事考え継続していきたいと思います。 

「長島愛生園研修」では、資料館の見学、当事者の方の体験

談、当事者の方々を囲んでの懇親会を通じてハンセン病問題が

理解出来る貴重な機会となっていました。これからも継続して

研修等を行って行きたいと考えています。  

④ 「JBF 京都交流会」 

「イエス団 100周年記念大会」でより多くのイエス団職員が集

う大会で「MS2009」の実現や思いの共有が出来ました。コロナ

によって交流会が行えず間が空いてしまいましたが、その思い

を継続し、形にしていけるように京都ブロックでは「JBF京都

交流会」を行っていきたいと思っています。 

 

2021 年度もコロナの影響でＪＢフェローズの活動は行っていませ

ん。ただコロナで気付かされた事があります。昨日まで聞いたことも

ない目にも止まらない小さなウイルス、「コロナ」が広まり、あっとい

う間に世界中が驚く騒ぎになりました。これを逆に JB フェローズの活

動を行っていく中で、普段集まれないイエス団職員が集まりいろんな

職員がいる事、そして補い合い、協力し合い、成長できる…そんなつ

ながりを大切にしたい。そんな思いから生まれた JBF の思いは、まだ

まだ道半ばかもしれませんが、今までのやり方でダメなら発想を変

え、行動を変えれば人に思いが伝わりより良い社会になるのではと、

コロナ禍でのコロナ対策や沢山の方々と協力していく中で感じまし

た。これからも今まで、研修に関わって協力して下さった方々、地域

の方々、参加して下さった各施設の職員との間で研修を超えた協力関

係や人間関係をより大切にし、どんな時もやめる事より続ける方法を

考え活動していきたいと思います。 

報告：京都ブロックリーダー 宇山光の子保育園 荒木健 
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大阪ブロック 

2021 年度の大阪ブロックの活動 

例年行われていた施設見学や給食室の交流会は、コロナ渦のため今

年度も見送ることとしたが、各園の情報交換やつながりを継続する

ために、職員通信を年２回発行する。また、復興支援のための取り

組みについても、今年度は交流が持てないことから行えていない

が、交流が出来るようになれば再開したいと考えております。 

① 大阪職員通信第 22 号発行（10 月） 

＜内容＞ 

・各施設取り組み紹介 

コロナ渦での保育や行事の取り組み方について 

・キリスト教Ｑ＆Ａ 

② 大阪職員通信第 23 号発行予定（1 月中旬予定） 

＜内容＞ 

・各施設取り組み紹介 

・キリスト教Ｑ＆Ａ 

報告：大阪ブロックリーダー 天使保育園 小関百合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

新型コロナウィルス感染症が中国武漢で初確認されたとされ

る日から 2 年が経過しました。日本国内では 173 万人が感染

し、1 万 8 千人を超える方々がその尊い命を失いました。世界

全体では 2億 7千万人が感染し 535万人が亡くなっています。 

今もなおデルタ、オミクロンと変異を繰り返しながら感染を

広げ続けています。この 2 年間で時短営業や雇止め、失業によ

る貧困。医療ひっ迫により他の疾病患者が医療を受けられず

命を失う事例もありました。胸を痛めたのは、自宅療養中の妊

婦が、入院調整は行われたものの受け入れ先が見つからず、そ

のまま自宅で出産し、赤ちゃんが亡くなったという痛ましい

出来事。またコロナ遺児となり、教育の機会を失ったり、日々

の生活さえ困窮している事例も深刻です。おうち時間が増え

た事による離婚問題、虐待ケースも多くなりました。いわれの

ない誹謗中傷や差別などなど。私たちは日々、子どもや利用者、

職員や自身の健康を守りながら、そうしたケースにもアンテ

ナを張り、心を向けて、寄り添っていかなければなりません。 

112 年前のクリスマス、病身の賀川豊彦が一人スラムに献身し

様々な困難に立ち向かい、惨状に天を仰いだことを覚えます。 

私たちも仲間とともに力を合わせ、知恵を絞り、支え合いなが

らイエスに倣ってこの困難な時代を乗り越えていきましょう。 

イエス団報 25 号をクリスマスに発行できましたこと、神さま

の導きとイエス団に連なる皆様のご協力に感謝致します。 

皆様の上に主の守りと豊かな祝福がありますように。 

メリークリスマス！ 

イエス団報編集委員会 

 

 

表紙写真の解説 

 

 

キャプション （写真上から①～⑤の順） 

①  

再会・・・利用者とドライブ中、偶然に利用者（夫）と妻

が道端で再会。夫婦の姿をみていた同乗者みんなが

涙ぐみました。 

【豊島ナオミ荘】 

②  

アオギリ平和集会・・・原爆で焦土となった広島でアオ

ギリが芽を出したことが、広島市民の希望となり、平和

を愛する心を継承していくために、広島市がアオギリを

育て、被爆アオギリ 2世として、全国に配布してくださ

っています。向島中央公園に 2018 年に植樹し、毎年、

平和を祈念する集会を行っています。 

【愛隣館】 

③ 

④ 

園舎建て替えのため、枚方市芸術文化センター「関

西医大 大ホール」を借りして、第３回 宇山光の子保

育園『ページェント』を行いました。 

また、今年初めて各ご家庭に「献金袋」をお配りし、献

金の依頼を行いました。 

【宇山光の子保育園】 

⑤ 

6 歳になると、自然と肩を組む場面を見ることが多く

なります。 

【杉の子保育園】 

表紙では M.S2009の取り組みを象徴する写真を募って掲載させ

ていただいております。素敵な写真を提供くださった皆様ありがとう
ございました。 

① 

② 

③ ④ 
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